
(57)【要約】

【課題】従来のように音量調節摘子やスライド式スイッ

チを設けることなく、遊技機の効果音や音声ガイダンス

等の音量を遊技客が任意に設定できるようにする。

【解決手段】効果音および音声ガイダンス等の再生時の

音声の内容は同じで音量が異なる個々の音データが記憶

された音データ記憶手段３２と、遊技客が任意に設定し

得るように設けられた音量設定手段３３と、該音量設定

手段の設定と遊技制御回路からの読出指令に従い前記音

データ記憶手段から所定の音データを読み出す音データ

読出手段３４と、該読出手段によって読み出された音デ

ータをＤ－Ａ変換しアンプ３１を通しスピーカ１４で再

生する音声再生手段３５と、遊技機が所定時間操作され

なかったとき及び遊技機が電源投入されたときに前記音

量設定手段の設定を初期状態にする初期状態設定手段３

６とからなる。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 効 果 音 お よ び 音 声 ガ イ ダ ン ス 等 の 再 生 時 の 音 声 の 内 容 は 同 じ で 音 量 が 異 な る 個 々 の 音 デ
ー タ が 記 憶 さ れ た 音 デ ー タ 記 憶 手 段 と 、 遊 技 客 が 任 意 に 設 定 し 得 る よ う に 設 け ら れ た 音 量
設 定 手 段 と 、 該 音 量 設 定 手 段 の 設 定 と 遊 技 制 御 回 路 か ら の 読 出 指 令 に 従 い 前 記 音 デ ー タ 記
憶 手 段 か ら 所 定 の 音 デ ー タ を 読 み 出 す 音 デ ー タ 読 出 手 段 と 、 該 読 出 手 段 に よ っ て 読 み 出 さ
れ た 音 デ ー タ を ス ピ ー カ で 再 生 す る 音 声 再 生 手 段 と 、 遊 技 機 が 所 定 時 間 操 作 さ れ な か っ た
と き に 前 記 音 量 設 定 手 段 の 設 定 を 初 期 状 態 に す る 初 期 状 態 設 定 手 段 と か ら な る こ と を 特 徴
と す る 遊 技 機 の 音 声 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 効 果 音 お よ び 音 声 ガ イ ダ ン ス 等 の 再 生 時 の 音 声 の 内 容 は 同 じ で 音 量 が 異 な る 個 々 の 音 デ
ー タ が 記 憶 さ れ た 音 デ ー タ 記 憶 手 段 と 、 遊 技 客 が 任 意 に 設 定 し 得 る よ う に 設 け ら れ た 音 量
設 定 手 段 と 、 該 音 量 設 定 手 段 の 設 定 と 遊 技 制 御 回 路 か ら の 読 出 指 令 に 従 い 前 記 音 デ ー タ 記
憶 手 段 か ら 所 定 の 音 デ ー タ を 読 み 出 す 音 デ ー タ 読 出 手 段 と 、 該 読 出 手 段 に よ っ て 読 み 出 さ
れ た 音 デ ー タ を ス ピ ー カ で 再 生 す る 音 声 再 生 手 段 と 、 遊 技 機 が 電 源 投 入 さ れ た と き に 前 記
選 択 手 段 の 設 定 を 初 期 状 態 に す る 初 期 状 態 設 定 手 段 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 の
音 声 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 音 量 設 定 手 段 は 、 ス ピ ー カ に 再 生 さ れ る 効 果 音 お よ び 音 声 ガ イ ダ ン ス 等 の 音 声 の 音 量 を
遊 技 状 態 毎 に 個 々 に 設 定 し 得 る も の で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 し た 遊 技 機 の 音 声 制 御
装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 効 果 音 お よ び 音 声 ガ イ ダ ン ス 等 の パ チ ン コ 機 や ス ロ ッ ト マ シ ン 等 の 遊 技 機 か
ら 発 せ ら れ る 音 量 を 調 節 す る 手 段 を 備 え た 遊 技 機 の 音 声 制 御 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 遊 技 機 か ら 発 せ ら れ る 効 果 音 お よ び 音 声 ガ イ ダ ン ス 等 の 音 量 は 、 一 般 に 遊 技 場 の 都 合 に
よ り 適 当 な 大 き さ に 設 定 さ れ て い る 。 し か し 、 最 適 な 音 量 は 個 人 差 や 周 囲 の 状 況 に よ っ て
変 化 す る た め 、 下 記 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た 遊 技 機 で は 、 ラ ジ オ や テ レ ビ の 音 量 調 節 手 段 と
同 じ よ う に 電 子 ボ リ ュ ー ム が 設 け ら れ 、 遊 技 客 が 音 量 上 昇 ボ タ ン ， 音 量 下 降 ボ タ ン 、 ま た
は 音 量 調 節 つ ま み 等 の 操 作 部 を 操 作 す る こ と に よ り ア ン プ の ゲ イ ン を コ ン ト ロ ー ル し 、 効
果 音 等 の 大 き さ を 遊 技 客 自 身 で 自 由 に 調 節 で き る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ た 遊 技 機 で は 、 遊 技 客 が 操 作 し 得 る よ う に 遊 技 機 前 面 に ス ラ
イ ド 式 ス イ ッ チ が 設 け ら れ 、 「 通 常 時 」 「 リ ー チ 時 」 「 大 当 た り 時 」 等 の 遊 技 状 態 に 応 じ
た 複 数 種 類 の 効 果 音 毎 の 音 量 を 個 別 に 設 定 調 整 で き る よ う に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ９ １ ９ ９ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ １ ３ ６ ３ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 特 許 文 献 １ に 示 さ れ た 遊 技 機 で は 、 音 量 制 御 回 路 を 設 け る コ ス ト を 要 す
る と 共 に 、 音 量 上 昇 ボ タ ン ， 音 量 下 降 ボ タ ン 、 ま た は 音 量 調 節 摘 子 等 の 操 作 部 を 遊 技 機 前
面 の 狭 小 個 所 に 設 け な け れ ば な ら ず 操 作 し 難 く な る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 音 量 上 昇 ボ
タ ン や 音 量 下 降 ボ タ ン は １ 回 押 す 毎 に 音 量 を １ 段 階 上 昇 ま た は 下 降 さ せ る も の で あ る の で
、 遊 技 客 各 自 が 自 由 な 音 量 に 調 整 し よ う と す る と 頻 繁 に こ れ ら の ボ タ ン を 押 さ な け れ ば な
ら な い と い う 問 題 が あ る 。 そ の 点 、 自 由 に 回 転 操 作 で き る 音 量 調 節 摘 子 は 音 量 を 調 整 し 易
い 利 点 は あ る も の の 、 回 転 操 作 す る 摘 子 は 乱 暴 に 操 作 さ れ る と 壊 れ 易 い と い う 問 題 が あ る
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。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 示 さ れ た よ う に ス ラ イ ド 式 ス イ ッ チ を 設 け る こ と は さ ら に ス ペ ー ス
を 要 す る と 共 に 、 ス ラ イ ド 式 ス イ ッ チ 自 体 が 同 様 に 破 損 し 易 い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 音 量 の 設 定 が 自 由 に で き る よ う に し た こ の 種 の 遊 技 機 で は 、 遊 技 客 が 変 わ っ て も
音 量 が 前 の 遊 技 客 の 設 定 の ま ま で あ る の で 、 音 量 が 適 当 で な く 、 遊 技 状 態 が 変 わ っ た と き
な ど に 予 期 せ ぬ 音 量 で 効 果 音 等 が 発 せ ら れ る お そ れ が あ っ た 。 ま た 、 遊 技 機 が 電 源 投 入 さ
れ た と き も 同 様 な 問 題 が あ っ た 。
　 そ こ で 本 発 明 に 係 る 遊 技 機 の 音 声 制 御 装 置 は 、 従 来 の 遊 技 機 に お け る こ の よ う な 音 量 調
節 上 の 課 題 を 解 決 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ の た め に 請 求 項 １ に 記 載 し た 遊 技 機 の 音 声 制 御 装 置 は 、 効 果 音 お よ び 音 声 ガ イ ダ ン ス
等 の 再 生 時 の 音 声 の 内 容 は 同 じ で 音 量 が 異 な る 個 々 の 音 デ ー タ が 記 憶 さ れ た 音 デ ー タ 記 憶
手 段 と 、 遊 技 客 が 任 意 に 設 定 し 得 る よ う に 設 け ら れ た 音 量 設 定 手 段 と 、 該 音 量 設 定 手 段 の
設 定 と 遊 技 制 御 回 路 か ら の 読 出 指 令 に 従 い 前 記 音 デ ー タ 記 憶 手 段 か ら 所 定 の 音 デ ー タ を 読
み 出 す 音 デ ー タ 読 出 手 段 と 、 該 読 出 手 段 に よ っ て 読 み 出 さ れ た 音 デ ー タ を ス ピ ー カ で 再 生
す る 音 声 再 生 手 段 と 、 遊 技 機 が 所 定 時 間 操 作 さ れ な か っ た と き に 前 記 音 量 設 定 手 段 の 設 定
を 初 期 状 態 に す る 初 期 状 態 設 定 手 段 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た 遊 技 機 の 音 声 制 御 装 置 は 、 効 果 音 お よ び 音 声 ガ イ ダ ン ス 等 の
再 生 時 の 音 声 の 内 容 は 同 じ で 音 量 が 異 な る 個 々 の 音 デ ー タ が 記 憶 さ れ た 音 デ ー タ 記 憶 手 段
と 、 遊 技 客 が 任 意 に 設 定 し 得 る よ う に 設 け ら れ た 音 量 設 定 手 段 と 、 該 音 量 設 定 手 段 の 設 定
と 遊 技 制 御 回 路 か ら の 読 出 指 令 に 従 い 前 記 音 デ ー タ 記 憶 手 段 か ら 所 定 の 音 デ ー タ を 読 み 出
す 音 デ ー タ 読 出 手 段 と 、 該 読 出 手 段 に よ っ て 読 み 出 さ れ た 音 デ ー タ を ス ピ ー カ で 再 生 す る
音 声 再 生 手 段 と 、 遊 技 機 が 電 源 投 入 さ れ た と き に 前 記 選 択 手 段 の 設 定 を 初 期 状 態 に す る 初
期 状 態 設 定 手 段 と か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
　 ま た 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た 発 明 は 上 記 遊 技 機 の 音 声 制 御 装 置 に お い て 、 音 量 設 定 手 段 は
、 ス ピ ー カ に 再 生 さ れ る 効 果 音 お よ び 音 声 ガ イ ダ ン ス 等 の 音 声 の 音 量 を 遊 技 状 態 毎 に 個 々
に 設 定 し 得 る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 で は 、 音 量 設 定 が 容 易 に な る と 共 に 、 遊 技 機 が 所 定 時 間 操 作 さ
れ な い と 音 量 が 自 動 的 に 初 期 状 態 に 戻 る の で 、 次 の 遊 技 客 等 の 迷 惑 を 与 え る お そ れ が 少 な
い 。
　 請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 で は 、 音 量 設 定 が 容 易 で あ る と 共 に 、 遊 技 機 の 電 源 が 投 入 さ れ
た と き 音 量 が 自 動 的 に 初 期 状 態 に な る の で 、 遊 技 場 の 開 店 時 等 に 音 量 調 整 の 手 間 を 要 す る
よ う な こ と が な い 。
　 請 求 項 ３ に 記 載 し た 発 明 で は 、 大 当 た り 発 生 や リ ー チ 発 生 等 の 遊 技 状 態 に 従 い 音 量 を 夫
々 設 定 で き る こ と か ら 、 個 々 の 遊 技 客 の 希 望 に 合 う よ う に よ り 音 量 を 細 か く 設 定 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る パ チ ン コ 遊 技 機 の 正 面 図 で 、 １ は 遊 技 盤 、 ２ は 遊 技 盤 ２ の 中 央 に 設
け ら れ た カ ラ ー 液 晶 表 示 装 置 等 か ら な る 図 柄 変 動 表 示 装 置 、 ３ は 該 図 柄 変 動 表 示 装 置 の 下
部 領 域 に 設 け ら れ 一 対 の 羽 根 が ソ レ ノ イ ド に よ り 開 閉 動 し 得 る よ う に 設 け ら れ た チ ュ ー リ
ッ プ 型 の 始 動 入 賞 口 、 ４ は 該 始 動 入 賞 口 の 下 方 に 設 け ら れ た 大 き な 長 方 形 状 の 大 入 賞 口 か
ら な る 可 変 入 賞 装 置 で 、 該 可 変 入 賞 装 置 に は ソ レ ノ イ ド の 作 動 に よ り 開 閉 す る 開 閉 扉 が 設
け ら れ て い る 。 そ の 他 、 ５ ， ６ は 普 通 入 賞 口 、 ７ は セ ン タ ー 役 物 、 ８ ～ １ ０ は ラ ン プ 内 蔵
の 装 飾 体 、 １ １ ， １ ２ は 球 受 皿 、 １ ３ は 打 球 発 射 用 ハ ン ド ル 、 １ ４ は ス ピ ー カ で あ る 。 ま
た 、 １ ５ は 遊 技 客 が 任 意 に 操 作 し 得 る よ う に 遊 技 機 前 面 に 設 け ら れ た 十 字 ボ タ ン １ ５ ａ と
決 定 ボ タ ン １ ５ ｂ と か ら な る 設 定 ス イ ッ チ で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ は Ｃ Ｐ Ｕ ， Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｒ Ａ Ｍ ， Ｉ ／ Ｏ か ら な る 遊 技 制 御 基 板 （ メ イ ン 基 板 ） ２ ０ に 接
続 さ れ る 本 発 明 に 関 連 す る 入 出 力 機 器 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で 、 ２ １ は 始 動 入 賞 口 ３ に 入 賞
し た 遊 技 球 を 検 出 す る 始 動 ス イ ッ チ 、 ２ ２ ， ２ ３ は 可 変 入 賞 装 置 ４ へ の 入 賞 球 を 計 数 す る
大 入 賞 口 ス イ ッ チ 、 ２ ４ ， ２ ５ は 前 記 普 通 入 賞 口 ５ ， ６ の 入 賞 球 を 検 知 す る 入 賞 口 ス イ ッ
チ 、 ２ ６ は 始 動 入 賞 口 ３ の 羽 根 を 開 閉 動 さ せ る ソ レ ノ イ ド 、 ２ ７ は 可 変 入 賞 装 置 ４ の 開 閉
扉 を 開 閉 動 さ せ る ソ レ ノ イ ド で あ る 。 な お 、 前 記 設 定 ス イ ッ チ １ ５ は 該 遊 技 制 御 基 板 に 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ２ ８ は 遊 技 制 御 基 板 ２ ０ に よ っ て 構 成 さ れ る 遊 技 制 御 回 路 か ら の 指 令 に よ り 前 記 図 柄 変
動 表 示 装 置 ２ の 表 示 を 制 御 す る た め に 設 け ら れ た Ｃ Ｐ Ｕ ， Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｒ Ａ Ｍ ， Ｉ ／ Ｏ か ら な
る 図 柄 制 御 基 板 で あ る 。 ま た 、 ２ ９ は 図 柄 制 御 基 板 ２ ８ に 接 続 さ れ 遊 技 制 御 基 板 ２ ０ か ら
の 指 令 に よ り 前 記 装 飾 体 ８ ～ ９ 内 に 設 け ら れ た サ イ ド ラ ン プ 、 ガ ラ ス 枠 ラ ン プ 、 装 飾 Ｌ Ｅ
Ｄ 等 を 点 滅 制 御 す る た め に 設 け ら れ た Ｃ Ｐ Ｕ ， Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｒ Ａ Ｍ ， Ｉ ／ Ｏ か ら な る ラ ン プ 制
御 基 板 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ３ ０ は 図 柄 制 御 基 板 ２ ８ に 接 続 さ れ 遊 技 制 御 基 板 ２ ０ か ら の 指 令 に よ り 音 声 を 制 御 す る
た め に 設 け ら れ た Ｃ Ｐ Ｕ ， Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｒ Ａ Ｍ ， Ｉ ／ Ｏ か ら な る 音 声 制 御 基 板 で 、 該 音 声 制 御
基 板 か ら 出 力 さ れ た 音 声 信 号 は ア ン プ ３ １ を 通 す こ と で 増 幅 さ れ 前 記 ス ピ ー カ １ ４ で 再 生
さ れ 、 遊 技 中 の 遊 技 客 に そ の 音 声 が 聴 取 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の た め 遊 技 制 御 基 板 ２ ０ に 構 成 さ れ た 遊 技 制 御 回 路 は 、 始 動 ス イ ッ チ ２ １ が 作 動 す る
こ と に よ り 乱 数 を 取 得 す る と 共 に そ の 乱 数 値 を 判 別 す る こ と に よ り 、 図 柄 制 御 基 板 ２ ８ を
制 御 し 、 該 図 柄 制 御 基 板 ２ ８ に て 所 定 の 変 動 図 柄 が 合 成 さ れ 、 そ の 変 動 図 柄 が 図 柄 変 動 表
示 装 置 ２ に 表 示 さ れ る 。 そ し て そ の 乱 数 値 が 大 当 た り に 該 当 す る も の で あ っ た 場 合 は 、 図
柄 変 動 表 示 装 置 ２ に い わ ゆ る ゾ ロ 目 等 の ３ つ の 図 柄 が 揃 っ た 大 当 た り 図 柄 を 表 示 し て 変 動
停 止 す る 。 こ れ に よ り 遊 技 客 に 大 当 た り が 発 生 し た こ と を 表 示 す る と 共 に 、 ソ レ ノ イ ド ２
７ に よ り 可 変 入 賞 装 置 ４ の 開 閉 扉 を 繰 り 返 し 継 続 的 に 開 閉 動 さ せ る こ と に よ り 、 該 可 変 入
賞 装 置 ４ に 多 数 の 遊 技 球 が 容 易 に 入 賞 し 得 る よ う に し て い わ ゆ る 大 当 た り 状 態 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し て 、 上 記 音 声 制 御 基 板 ３ ０ は 、 そ の Ｃ Ｐ Ｕ ， Ｒ Ｏ Ｍ ， Ｒ Ａ Ｍ ， Ｉ ／ Ｏ に よ り 図 ３
の ブ ロ ッ ク 図 に 示 し た 音 声 制 御 装 置 を 構 成 し て い る 。 即 ち 、 こ の 音 声 制 御 装 置 は 、 音 デ ー
タ 記 憶 手 段 ３ ２ 、 お よ び 、 音 量 設 定 手 段 ３ ３ 、 音 デ ー タ 読 出 手 段 ３ ４ 、 音 声 再 生 手 段 ３ ５
、 初 期 状 態 設 定 手 段 ３ ６ を 備 え て い る 。 該 音 デ ー タ 記 憶 手 段 ３ ２ は 図 柄 変 動 音 、 大 当 た り
中 音 、 確 変 中 変 動 音 、 予 告 音 、 大 当 た り 告 知 音 等 の 効 果 音 お よ び そ の 音 声 ガ イ ダ ン ス 等 の
音 声 の デ ジ タ ル 信 号 を 記 憶 す る も の で あ る が 、 該 Ｒ Ｏ Ｍ １ ～ Ｒ Ｏ Ｍ ３ に そ の 効 果 音 、 バ ッ
ク グ ラ ウ ン ド ミ ュ ー ジ ッ ク 、 お よ び 音 声 ガ イ ダ ン ス 等 の 内 容 は 同 じ で 音 量 だ け を 大 ， 中 ，
小 と 異 な ら し め た 音 デ ー タ を 夫 々 記 憶 し て い る 。 ま た 、 音 量 設 定 手 段 ３ ３ は 、 図 柄 変 動 表
示 装 置 ２ に デ モ 画 面 が 表 示 さ れ て い る と き に 遊 技 客 が 前 記 設 定 ス イ ッ チ １ ５ の 十 字 ボ タ ン
１ ５ ａ を 操 作 す る と 、 該 図 柄 変 動 表 示 装 置 ２ に 図 ４ に 示 し た よ う な 音 量 設 定 画 面 が 表 示 さ
れ 、 そ こ で 遊 技 客 が さ ら に 十 字 ボ タ ン １ ５ ａ を 操 作 す る こ と で 、 図 柄 変 動 音 ～ 大 当 た り 告
知 音 の い ず れ か を 選 択 す る と 共 に 、 該 各 遊 技 状 態 に 発 せ ら れ る 効 果 音 等 の 音 量 を 大 ， 中 ，
小 の う ち か ら 所 望 の も の を 選 択 し 、 決 定 ボ タ ン １ ５ ｂ を 押 す こ と で 、 そ の 設 定 音 量 が 該 音
量 設 定 手 段 ３ ３ に 記 憶 さ れ る 。 ま た 、 音 デ ー タ 読 出 手 段 ３ ４ は 、 該 音 量 設 定 手 段 ３ ３ の 設
定 と 遊 技 制 御 回 路 か ら の 読 出 指 令 に 従 い 前 記 音 デ ー タ 記 憶 手 段 か ら 所 定 の 音 デ ー タ を 読 み
出 し 、 該 読 出 手 段 ３ ４ に よ っ て 読 み 出 さ れ た 音 デ ー タ を Ｄ － Ａ 変 換 器 ３ ７ に よ っ て ア ナ ロ
グ の 音 声 信 号 に 変 換 し 、 該 音 声 信 号 を ア ン プ ３ １ に 通 す こ と に よ り 増 幅 し 前 記 ス ピ ー カ １
４ で 再 生 す る 。 こ の た め 、 ス ピ ー カ １ ４ で 再 生 さ れ る 効 果 音 等 の 音 量 は 音 量 設 定 手 段 ３ ３
に 各 遊 技 状 態 毎 に 遊 技 客 が 設 定 し た も の と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 な お 、 初 期 状 態 設 定 手 段 ３ ６ は 遊 技 機 が 所 定 時 間 （ 例 え ば ３ ０ 秒 間 ） 操 作 さ れ な か っ た
と き 、 お よ び 遊 技 機 が 電 源 投 入 さ れ た と き に 、 前 記 音 量 設 定 手 段 を 初 期 状 態 （ 遊 技 状 態 総
て の 音 量 を 中 ） に 設 定 す る も の で あ る 。 こ の よ う に 遊 技 機 が 所 定 時 間 操 作 さ れ な か っ た と
き に 音 量 設 定 手 段 が 初 期 状 態 に 自 動 的 に 戻 る よ う に す る こ と に よ り 、 こ の 遊 技 機 を 次 に 別
の 遊 技 客 が 使 用 し た 際 に 突 然 に 大 き な 音 が 出 て 迷 惑 を 与 え る よ う な お そ れ が な い 。 ま た 、
遊 技 場 が 営 業 開 始 時 に 電 源 を 投 入 し た 際 に も 音 量 設 定 手 段 が 初 期 状 態 に な る こ と か ら 、 遊
技 場 が 営 業 を 開 始 す る に あ た り 多 数 の 遊 技 機 の 音 量 を 設 定 す る 手 間 が 省 か れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 は 、 音 デ ー タ 記 憶 手 段 で あ る Ｒ Ｏ Ｍ に 音 量 が 異 な る 個 々 の 音 デ ー タ が
記 憶 を 予 め 記 憶 さ せ て お き 、 そ の 音 デ ー タ を 音 量 設 定 手 段 の 設 定 に 従 い 読 み 出 し て 音 声 再
生 手 段 に よ り 再 生 す る も の で あ る の で 、 従 来 の よ う に ア ン プ の 増 幅 率 を 調 整 し た り 、 Ｄ －
Ａ 変 換 後 の 音 声 信 号 を 絞 る ボ リ ュ ー ム を 要 し な い 。 こ の た め ア ン プ の 音 量 設 定 に 基 因 す る
歪 み が 発 生 す る お そ れ も な く 常 に 高 音 質 で 所 期 の 音 量 の 効 果 音 等 が 再 生 さ れ 、 遊 技 客 に と
っ て も 聴 き 易 い も の と な る 。 ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 従 来 か ら 遊 技 用 、 或 い は 遊 技 球 貸 出 用
に 設 け ら れ て い る 既 存 の 設 定 ス イ ッ チ に よ っ て 音 量 設 定 を も で き る よ う に な る の で 、 音 量
調 節 摘 子 や ス ラ イ ド 式 ス イ ッ チ を 新 た に 設 け る こ と な く コ ス ト が 大 幅 に 軽 減 さ れ 、 設 置 ス
ペ ー ス も 要 し な い と 共 に 乱 暴 に 扱 わ れ る こ と に よ り 故 障 す る お そ れ も 少 な い 。 加 え て 、 本
発 明 の 音 声 制 御 装 置 は 従 来 の 遊 技 機 に ソ フ ト ウ ェ ア を 変 更 ， 追 加 す る だ け で 実 施 す る こ と
も 可 能 と な り 、 改 変 が 容 易 で あ る な ど 数 々 の 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 遊 技 機 の 正 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 遊 技 機 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 遊 技 機 の 要 部 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 遊 技 機 の 音 量 設 定 画 面 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 １ 　 　 　 遊 技 盤
　 ２ 　 　 　 図 柄 変 動 表 示 装 置
　 １ ４ 　 　 ス ピ ー カ
　 １ ５ 　 　 設 定 ス イ ッ チ
　 ２ ０ 　 　 遊 技 制 御 基 板
　 ２ ８ 　 　 図 柄 制 御 基 板
　 ３ ０ 　 　 音 声 制 御 基 板
　 ３ １ 　 　 ア ン プ
　 ３ ２ 　 　 音 デ ー タ 記 憶 手 段
　 ３ ３ 　 　 音 量 設 定 手 段
　 ３ ４ 　 　 音 デ ー タ 読 出 手 段
　 ３ ５ 　 　 音 声 再 生 手 段
　 ３ ６ 　 　 初 期 状 態 設 定 手 段
　 ３ ７ 　 　 Ｄ － Ａ 変 換 器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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